
171027_学びの環境を考える 

環境学習型エコスクール 
を目指して 

～児童・教職員と一緒につくる学校づくり～ 

株式会社 東畑建築事務所 
設計部 久保久志 

学校エコ改修事例「豊田市立土橋小学校」 



171027_学びの環境を考える 

設計段階から設計者・大学関係者・企業が教員と協働して環境学習プログラムの開発を行い、竣工後の実
践を通じて、環境に配慮した校舎の工夫を児童自らの体験や体感に基づき作成したプレゼンテーション資
料をもとに説明を行う「エコガイド」の育成を目指した 



学校概要 

・豊田市立土橋小学校 
 （愛知県豊田市）  
 環境省モデル事業 
「学校エコ改修と環境教育事業」 
 H21年度モデル校（全20校） 
 
・昭和53年に豊田市中心部に開校 
 周辺には 
 トヨタ自動車の主要工場が立地  
 
・児童数は14学級321名。 
 比較的小規模 
 
・開校当時に将来のまちの発展を 
 予想して、校舎周辺に4,000本 
 献木があり、防音、防塵対策を 
 行ってきた。 
 ビオトープ、グリーンランド等、 
 豊かな緑にあふれる 
 
・開校当初から 
 自然分野の環境教育がさかん 
 
 



事業ホームページより抜粋（現在閉鎖） 

学校エコ改修と環境教育事業とは？ 

・環境省のモデル事業「学校エコ改修と環境教育事業」 
           （通称：エコフロー事業といいます） 
  →土橋小学校は全国２０校のモデル校の内のひとつです 
 ・普通の改修とは違って、地球環境に配慮した改修です 
 →ゴミを出さない、無駄なエネルギーを使わない地球に優しい改修です 



ハード整備 
（エコ改修） 

ソフト整備 
（省エネ運用、環境教育） ＋ 

学校エコ改修と環境教育事業とは？ 

・校舎を活用したエネルギー分野の環境教育につなげる 
 →土橋小の自然分野の環境教育に加え、環境配慮のこころ・住まい方を学ぶ 

自然分野の環境教育 エネルギー分野の環境教育 



実施体制  

実施体制 

事業後の持続可能な実施体制 

事業中の実施体制 



事業スケジュール  

事業スケジュール 



ハード整備とソフト整備を一体的に 
進めるプロセスの必要があるのでは？ 

環境学習型エコスクール 



校舎の工夫を授業にどう生かすか？ 
環境学習プログラムの検討 



  エコ改修の様々な工夫 
 
  １）温熱環境の向上 
   →夏暑くなく、冬寒くない校舎に 
 

  ２）学習環境の向上 
   →みんなが使いやすく快適な校舎に 
 

  ３）エネルギー削減の工夫 
     →無駄なエネルギーを使わない校舎に 



改修前の校舎 



１）温熱環境の向上 
 
 1.断熱性を高める 
 
 2.日照をコントロールする 
 
 3.風通しをよくする 



温熱環境の向上 

改修前 
1.断熱性を高める 

夏暑くなく、冬寒くない校舎にしたい！！ 



夏場の日射熱を 
室内に入れない 

温熱環境の向上 

1.断熱性を高める 
改修後 



温熱環境の向上 

改修後 

ペアガラス アタッチメント 

既存ガラス撤去 

1.断熱性を高める 



温熱環境の向上 



温熱環境の向上 



改修前 

温熱環境の向上 

2.日照をコントロールする 



改修後 

温熱環境の向上 

2.日照をコントロールする 

エコトレリス 

夏は強い日差しを遮り、 
冬は日照を室内に採り入れる 



日本の昔の住宅 

すだれ 

温熱環境の向上 

2.日照をコントロールする 



改修前 改修後 

温熱環境の向上 

2.日照をコントロールする 



温熱環境の向上 



温熱環境の向上 

改修前 
3.風通しをよくする 



温熱環境の向上 

改修後 
3.風通しをよくする 

暖かい空気は上へ上へと 
上昇する性質を利用 



日本の昔の住宅 

天窓 

温熱環境の向上 

3.風通しをよくする 



温熱環境の向上 



温熱環境の向上 



授業サポート_夏のくらしの工夫を学ぶ 



温熱環境の６要素？ 

（株）エコエナジーラボHP参照 

代表的な 
温熱環境の指標 

断熱 
日射遮へい 

通風 

大切にしていること 



温熱環境の６要素？ 

温熱環境を考える上で大切な指標 体感温度！ 

体感温度 ＝ 
室温 + 放射温度(平均) 

２ 

例えば・・・ 

エアコン設定 20℃ 
放射温度 12℃ 
（床・壁・天井の表面温度の平均） 

体感温度 16℃！ 

体感温度を20℃にするためには・・・ 
エアコン設定 

28℃！ 



温熱環境の６要素？ 

温熱環境を改善するためのポイント 

不快・快適のメカニズムを 
    しっかり理解すること 

・温熱環境の６要素を理解すること 
つまり・・・ 

・エネルギーを使わずに 
   「快適」をどうつくるか？？ 

そして・・・ 



２）学習環境の向上 
 
1.エコブリッジ(屋外渡り廊下)の設置 
 
2.内装木質化、教室のオープン化 



学習環境の向上 

1.エコブリッジ 
  (屋外渡り廊下)の設置 



温熱環境の向上 



温熱環境の向上 



学習環境の向上 

2.内装木質化 
  教室のオープン化 



３）エネルギー削減の工夫 
 
  1.省エネ機器の導入 
 
  2.自然エネルギーの活用 



エネルギー削減の工夫 

1.省エネ機器の導入 



エネルギー削減の工夫 



エネルギー削減の工夫 



エネルギー削減の工夫 



エネルギー削減の工夫 



エネルギー削減の工夫 



エネルギー削減の工夫 



太陽光発電パネル 

小型風力発電機 

雨水貯留タンク 

エネルギー削減の工夫 

２.自然エネルギーの活用 



環境学習パネルの設置 

エネルギー削減の工夫 

２.自然エネルギーの活用 



エネルギー削減の工夫 



エネルギー削減の工夫 

教職員への使い方サポート 



持続可能な未来をつくるエコガイドの育成 



事業後においては、その取組を活かして、ＥＳＤ（持続発展教育）の考えを取り入れることで、既に行
われていた自然分野の環境教育を見直し、子どもたちが将来に持続可能性を見出す力を身に付けさせる
ことを目標とし、持続可能な未来を創るエコガイドの育成を目指した総合的な学習（生活科を含む）と
教科学習が連動したＥＳＤカレンダーによる実践を進めた。 

持続可能な未来をつくるエコガイドの育成 



児童を通じた家庭への普及・波及、地域ぐるみの地球温暖化防止 



出張エコガイドの実践 



ご清聴ありがとうございました 
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